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国
営
印
旛
沼
二
期
事
業

宗
吾
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機
場
送
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開
始
！！

理 

事 
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さ 

つ

　

新
緑
の
候
、
組
合
員
ま
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
本
土
地
改
良
区
の
運
営
に

際
し
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
９
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
凄
ま
じ
い
暴
風
雨
に
よ
り
、
長
引
く
停
電
や
多

大
な
農
業
被
害
に
見
ま
わ
れ
、
10
月
に
は
稲
刈
り
後
と
は
い
え
台
風
19
号
そ
し
て
21

号
と
続
け
ざ
ま
に
襲
来
し
ま
し
た
。
特
に
台
風
21
号
に
伴
う
集
中
豪
雨
で
は
、
事

務
所
の
雨
量
計
で
お
よ
そ
12
時
間
で
累
計
２
５
０
ミ
リ
以
上
を
観
測
し
、
沼
水
位

は
計
画
高
水
位
を
上
回
る
過
去
最
高
の
４
・
28
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
流
入
す
る
鹿

島
川
、
高
崎
川
の
氾
濫
を
は
じ
め
印
旛
沼
自
体
が
危
機
的
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
転
中
で
あ
っ
た
改
良
区
の
管
理
す
る
排
水
機
場
は
、
水
没
の
恐
れ
の
な
か
昼

夜
を
徹
し
た
緊
急
対
応
に
よ
り
そ
の
機
能
は
守
ら
れ
ま
し
た
が
、
ポ
ン
プ
施
設
の

水
没
等
に
よ
る
被
災
は
71
ヶ
所
を
数
え
ま
し
た
。
復
旧
整
備
に
要
す
最
終
的
な
地

元
負
担
の
約
四
千
万
円
は
、
厳
し
い
支
区
維
持
管
理
予
算
を
使
う
こ
と
な
く
、
全

額
改
良
区
資
金
で
補
填
す
る
こ
と
と
し
、
加
え
て
関
係
市
町
の
助
成
も
頂
く
こ
と

に
な
り
、
こ
こ
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
国
営
印
旛
沼
二
期
事
業
に
よ
り
大
型
基
幹
施
設
の
更
新
が
進
ん

で
お
り
、
い
よ
い
よ
宗
吾
西
機
場
が
本
年
よ
り
供
用
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
29
年

通
水
開
始
し
た
宗
吾
北
機
場
に
併
せ
、
多
く
の
施
設
が
統
廃
合
さ
れ
広
大
な
受
益

構
成
と
な
り
ま
す
が
、
円
滑
な
配
水
に
よ
り
水
が
潤
う
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
他
、
担
い
手
問
題
や
進
む
耕
作
放
棄
地
な
ど
課
題
が
直
面
し
て
い
る
な
か
、

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
こ
の
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
人
口
減
少
が
本
格
化
す
る
社
会
に

あ
っ
て
も
、
食
料
・
農
業
・
農
村
の
持
続
性
を
高
め
な
が
ら
、
農
業
の
成
長
産
業

化
を
進
め
る
「
産
業
政
策
」
と
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
る
「
地
域
政
策
」
を

車
の
両
輪
と
し
て
進
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
団
体
の
再
編
整
備

等
と
し
て
、
土
地
改
良
区
他
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
土
地
改
良
区
は
、
土
地
改
良
事
業
や
維
持
管
理
を
的
確
に
行
う
こ

と
で
、
農
業
農
村
の
振
興
に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
、
県
営
事
業
を
前
に
調
査
設

計
を
進
め
る
３
地
区
ほ
か
、
数
地
区
が
基
盤
整
備
に
向
け
話
し
合
い
を
進
め
て
い

ま
す
。
昨
年
度
よ
り
農
地
中
間
管
理
事
業
の
業
務
の
一
部
を
受
託
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
地
元
よ
り
多
く
の
声
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
印
旛
沼
地
域
の
農
業
農
村
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、
役
職
員
一
丸

と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

写真データは印旛沼二期事業所より提供
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通
常
総
代
会
提
出
議
案＞

第
１
号
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
　 

第
２
号
　
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
　
規
程
の
新
設
に
つ
い
て
　
　
　 

第
４
号
　
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
５
号
　
令
和
元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
６
号
　
令
和
元
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
７
号
　
令
和
元
年
度 

特
別
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
８
号
　
令
和
元
年
度 

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

第
９
号
　
令
和
２
年
度 

賦
課
金
の
賦
課
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
に
つ
い
て

第
10
号
　
令
和
２
年
度 

総
代
・
役
員
・
委
員
等
の
報
酬
及
び

　
　
　
　
費
用
弁
償
等
に
つ
い
て

第
11
号
　
令
和
２
年
度 

一
般
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
12
号
　
令
和
２
年
度 

特
別
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
13
号
　
令
和
２
年
度 

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て
　

第
14
号
　
組
合
費
及
び
負
担
金
、
分
担
金
、
加
入
金
等
の

　
　
　
　
随
時
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

第
15
号
　
金
銭
の
運
用
方
法
及
び
預
け
入
れ
金
融
機
関
に
つ
い
て 

第
16
号
　
一
時
借
入
に
つ
い
て
　
　
　
　 

第
17
号
　
事
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

令
和
２
年

令
和
２
年  

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

定
款
の
一
部
変
更
ほ
か

定
款
の
一
部
変
更
ほ
か

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

理事長
長谷川邦彦

副理事長
土井　凱夫

　
令
和
２
年
３
月
27
日
、
通
常
総
代
会
が
本
区
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
総
代
現
員
数
61
名
よ
り
58
名
（
書
面
議
決
書
提

出
21
名
）
の
出
席
を
得
て
、
会
議
規
模
の
縮
小
、
時
間
短
縮
ほ
か
考
慮
し
午
前
９
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
印
西
市
選
出
の
富
井
康
夫
総
代
が
選
出
さ
れ
、
定
款
の
一
部
変
更
ほ
か
予
算
関
係
議
案
等

全
17
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
案
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
３
月
１
日
施
行
さ
れ
た

『
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
』（
以
下｢

機
構
法｣

と
い
う
）
は
、

第
１
９
８
回
国
会
に
お
い
て
、
一
部
改

正
さ
れ
令
和
元
年
11
月
１
日
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
一
部
改
正
は
、
機
構
法
附
則
第

２
条
（
検
討
）
に
基
づ
き
、
法
律
の
施
行

後
５
年
を
目
途
と
し
て
、
農
地
中
間
管

理
事
業
の
在
り
方
全
般
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
農
地
中
間
管
理
事
業
及
び
関

連
事
業
の
実
施
主
体
、
国
の
財
政
措
置

等
を
見
直
し
、
法
制
上
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
で
、
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以

下

｢

機
構｣

と
い
う
）
の
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
実

績
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け

る
農
地
及
び
担
い
手
の
確
保
に
向
け
た

地
域
の
話
し
合
い
を
推
進
す
る
方
策
、

条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
農
業
及
び
地

域
振
興
、
農
地
の
利
用
集
積･

集
約
の

加
速
化
等
、
農
業
、
農
村
地
域
の
振
興

に
向
け
た
農
政
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
改
正
点
は
（
１
）
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
質
化 

（
２
）
手
続
き
の
簡
素

化 

（
３
）
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

と
の
統
合
一
体
化 

（
４
）
認
定
農
業
者

制
度
等
の
見
直
し
で
す
。
政
府
の
目
標

が
｢

平
成
25
年
度
末
の
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
集
積
率
48
・
７
％
を
平
成
26
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
10
年
間
で

31
・
３
％
増
加
さ
せ
、
80
・
０
％
と
す

る
。｣

で
あ
る
の
に
対
し
、
平
成
30
年
度

末
の
実
績
は
、
７
・
５
％
増
の
56
・
２

％
で
す
。

　
こ
の
要
因
に
つ
い
て
、
政
府
は

｢

農

地
の
利
用
集
積･

集
約
化
の
機
運
が
以

前
か
ら
あ
っ
た
平
場
の
水
田
地
帯
の
事

業
の
活
用
が
一
巡
し
た
た
め
。｣

と
分
析

し
て
お
り
、｢

今
後
は
条
件
不
利
地
域

を
始
め
と
し
て
、
新
た
に
話
し
合
い
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
で
事

業
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
が
問
題
で
あ

る
。｣

と
の
問
題
意
識
を
示
し
、｢

こ
の

課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
地
域
の
話
し

合
い
の
徹
底
に
よ
る
『
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
実
質
化
』
と
そ
の
た
め
の
『
推
進

体
制
』
作
り
が
重
要
で
あ
る
。｣

と
し
て

い
ま
す
。

　『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
』
の
作

成
手
順
は
①
地
域
の
現
状
（
年
齢･

後

継
者
の
有
無
等
）
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
。
②
耕
作
者
の
年

齢･

後
継
者
の
い
な
い
農
地
等
を
地
図

に
表
示
し
、
地
域
全
体
で
地
域
の
現
状

を
把
握
す
る
。
③
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
約
化
に
関
す
る
将
来
方
針
を
地
域
の

徹
底
し
た
話
し
合
い
に
よ
り
作
成
す
る

（
農
地
の
出
し
手
、
担
い
手
を
特
定
す
る

必
要
は
な
い
）。
と
し
て
お
り
、『
推
進

体
制
』
に
つ
い
て
は
、｢

市
町
村･

機
構

と
農
業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
、
農
業

協
同
組
合
等
、
そ
の
地
域
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
を
担
っ
て
き
た
組
織
が
一

体
と
な
っ
て
構
築
し
、
農
地
の
利
用
集

積･

集
約
化
の
話
し
合
い
を
進
め
る
。｣

と
し
て
お
り
、｢

規
模
拡
大
が
困
難
な
地

域
に
お
い
て
は
６
次
産
業
化
の
取
り
組

み
も
重
要
で
あ
る
。｣

と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、『
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
』
で
地
域
の
将
来
が
約
束
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
全

体
で
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
管
内
に
は
、
農

地
整
備
事
業
を
活
用
し
て
地
域
の
将
来

を
切
り
開
く
努
力
を
し
て
い
る
地
区
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
機
構
関
連
農
地
整

備
事
業
を
選
択
し
、
令
和
４
年
度
新
規

採
択
を
目
指
し
て
い
る
地
区
が
３
地
区

あ
り
、
新
た
に
、
農
地
整
備
事
業
を
希

望
す
る
地
区
、
地
域
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
始
め
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
区
に
お
い
て
は
、
地
元

を
中
心
に
、
千
葉
県
印
旛
農
業
事
務
所

及
び
関
係
機
関
が
『
推
進
体
制
』
を
構

築
し
、
事
業
の
推
進
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
整
備
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
』
で

は
足
り
ま
せ
ん
。『
地
域
営
農
構
想
』
の

作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
状
で
は

事
業
完
了
ま
で
、
概
ね
10
年
か
か
り
ま

す
。『
地
域
営
農
構
想
』
の
作
成
の
た
め

に
は
、
10
年
後
、
誰
が
そ
の
地
域
の
担

い
手
で
、
そ
の
担
い
手
は
、
地
区
の
ど

の
場
所
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
、
ど

ん
な
作
物
を
栽
培
し
、
販
売
し
、
経
営

を
行
っ
て
い
く
の
か
等
、
地
域
全
体
の

話
し
合
い
を
経
て
、
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
『
地
域
営
農
構
想
』
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
区
画･

農

道･

用
水
路･

排
水
路
等
と
す
れ
ば
良

い
か
、
換
地
は
ど
う
す
る
か
等
、『
地
域

営
農
構
想
』
が
実
現
で
き
る
事
業
計
画

を
作
成
し
、
事
業
採
択
を
目
指
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
10
年
後
の
農
地
を
ど
う
す
る
の
か
、

こ
れ
か
ら
10
年
間
は
ど
う
す
る
の
か
考

え
、
各
地
域
に
お
い
て
話
し
合
い
、
行

動
を
起
こ
す
時
期
が
来
た
よ
う
で
す
。

　
各
支
区
、
各
地
域
に
お
い
て
、
状
況

が
異
な
る
た
め
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た

推
進
体
制
に
よ
る
詳
細
説
明
が
必
要
で

す
。
ご
要
望
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
共

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  [

連
絡
先]

　
農
地
中
間
管
理
班 

班
長 

岩
本
光
成 

　
電
話
０
４
３
（
４
８
４
）
１
１
５
５

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

令
和
２
年 

通
常
総
代
会
開
催

定
款
の
一
部
変
更
ほ
か

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
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関
東
農
政
局

印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業
所

所
　
長
　
阿あ
ん  

武の  

隆  

弘

千
葉
県
農
林
水
産
部
耕
地
課

課
　
長
　
小
　
野
　
　
勉

令
和
２
年
度
　
印
旛
沼
地
域
の
農

業
振
興
に
向
け
て

　
　
こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け

の
人
事
異
動
で
耕
地
課
長
を
拝
命

し
ま
し
た
小
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
印
旛
沼
土
地
改
良
区
の
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
、
日
頃
よ
り
様
々
な
場
面

で
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
度
重
な
る

台
風
に
よ
る
農
地
や
農
業
水
利
施

設
へ
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
22
年
度
に
着
工
し

ま
し
た
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能

増
進
事
業
「
印
旛
沼
二
期
地
区
」

は
11
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に

白
山
甚
兵
衛
、
宗
吾
北
、
吉
高
の

３
機
場
が
完
成
し
、
加
え
て
本
年

度
か
ら
は
新
た
に
宗
吾
西
機
場
が

稼
働
し
ま
し
た
。
現
在
、
埜
原
機

場
が
建
設
中
で
あ
る
な
ど
順
調
に

事
業
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
事
業
計
画
に
基
づ
き
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
更
新
さ

れ
た
施
設
を
効
率
的
に
利
用
す
る

た
め
に
は
、
国
営
事
業
の
進
捗
に

合
わ
せ
、
関
連
事
業
と
し
て
県

営
・
団
体
営
事
業
に
よ
る
用
排
水

路
等
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
地
元
関
係
者

の
皆
様
方
の
御
協
力
の
も
と
、
平

成
27
年
度
に
は
県
営
か
ん
が
い
排

水
事
業
「
埜
原
地
区
」
及
び
県
営

湛
水
防
除
事
業
「
印
旛
沼
Ⅲ
期
地

区
」
に
着
工
し
、
令
和
元
年
度
に

は
、
土
地
改
良
区
営
の
農
業
基
盤

整
備
促
進
事
業
「
大
佐
倉
地
区
」

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
地
域
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

国
営
事
業
と
同
時
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
施
設
整
備
も
あ
り
ま

す
の
で
、
土
地
改
良
区
並
び
に
地

元
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
関
連
事
業
の
推
進
に
、
よ

り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
平
成
29
年
度
、
30

年
度
に
土
地
改
良
法
が
改
正
さ

れ
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携

し
た
新
た
な
基
盤
整
備
事
業
な
ど

の
創
設
と
と
も
に
、
准
組
合
制
度

の
創
設
な
ど
土
地
改
良
区
の
運
営

基
盤
の
強
化
に
向
け
た
施
策
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、
土
地
改
良
区
の

組
織
運
営
基
盤
の
強
化
に
向
け

て
、
令
和
２
年
１
月
に
第
６
期
と

な
る
「
千
葉
県
土
地
改
良
区
統
合

整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
本
計
画
で
は
、
土
地
改

良
区
が
自
ら
積
極
的
に
統
合
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

土
地
改
良
法
の
改
正
に
よ
り
緩
和

さ
れ
た
土
地
改
良
区
連
合
の
制
度

を
合
併
と
共
に
土
地
改
良
区
の
統

合
整
備
の
有
効
な
手
法
と
し
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
土
地
持
ち
非
農
家
の
増
加
と
共

に
、
農
地
の
所
有
と
経
営
の
分
離

が
進
む
中
で
、
土
地
改
良
施
設
の

維
持
管
理
や
更
新
等
を
適
切
に
行

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
耕
作
者
の

意
見
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
事
務

運
営
体
制
の
整
備
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
業

農
村
整
備
予
算
が
回
復
し
て
き
て

い
る
状
況
で
、
地
域
の
皆
様
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
振

興
に
資
す
る
制
度
を
活
用
し
、
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
努
め

る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
印
旛
沼

土
地
改
良
区
の
益
々
の
発
展
と
、

組
合
員
の
皆
様
方
の
御
活
躍
と
御

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
当
事
業
所
の
運
営
並

び
に
事
業
推
進
に
関
し
ま
し
て
、
長

谷
川
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
印
旛

沼
土
地
改
良
区
の
役
職
員
の
方
々
、

並
び
に
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
健
康
不

安
や
様
々
な
日
常
活
動
や
経
済
活

動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
が

一
刻
も
早
く
解
消
に
向
か
う
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

　
こ
の
度
、
貴
重
な
紙
面
を
お
借

り
し
ま
し
て
、
私
ど
も
が
進
め
て

お
り
ま
す
事
業
や
取
組
等
に
つ
い

て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
平
成
２２
年
８
月
に
当
事
業
所
を

開
所
し
て
か
ら
１０
年
が
経
ち
、
事
業

工
期
の
後
半
に
差
し
掛
か
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
毎
年
度
所
要
の
予
算

確
保
と
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
、
令
和
２
年
度
は
、
当
初
予
算

で
約
２７
億
円
の
年
度
事
業
費
を
確

保
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
補
正
予

算
の
約
６
億
円
と
合
わ
せ
ま
し
て
約

３３
億
円
と
例
年
と
同
程
度
の
年
度

事
業
費
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
宗
吾
西
機
場
掛
か

り
と
埜
原
機
場
掛
か
り
の
工
事
を

中
心
に
実
施
し
、
宗
吾
西
機
場
に

つ
き
ま
し
て
は
工
事
を
無
事
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
令
和
元
年
９
月
の
台
風
１５
号
、

並
び
に
１０
月
の
台
風
２１
号
の
接
近

に
伴
う
大
雨
の
影
響
に
よ
り
、
一
部

の
用
水
路
工
事
が
遅
延
し
た
た
め

４
月
か
ら
の
通
水
に
支
障
を
生
じ

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
、
ま

た
埜
原
機
場
掛
か
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
埜
原
機
場
建
設
工
事
の
ほ

か
埜
原
幹
線
用
水
路
及
び
支
線
用

水
路
工
事
に
も
着
手
い
た
し
ま
し

た
が
、
広
範
囲
に
渡
る
道
路
の
通

行
止
め
に
よ
り
周
辺
の
皆
様
方
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
、

重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
引
き
続
き
埜
原
機

場
掛
か
り
で
の
機
場
及
び
用
水
路

工
事
の
実
施
と
一
本
松
機
場
掛
か

り
で
の
用
水
路
工
事
の
着
手
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
一
本
松
機
場

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ポ
ン
プ
設
備

の
実
施
設
計
に
も
着
手
し
工
事
実

施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
紙
面
に
お
い
て
度
々
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
当
事
業
は
農
業
用
排
水
機
能
の

改
善
に
加
え
て
、
農
業
用
水
及
び
印

旛
沼
の
水
質
保
全
機
能
の
増
進
を

目
指
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
国
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
で
あ
り
、
低
地
排

水
路
に
集
ま
る
農
業
排
水
を
農
業

用
水
と
し
て
再
利
用
す
る
「
循
環
か

ん
が
い
」
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
計

画
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
循
環
か

ん
が
い
で
は
、
排
水
を
反
復
利
用
す

る
こ
と
に
よ
る
用
水
不
足
の
解
消
、

沼
へ
の
排
水
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
る

水
質
保
全
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
印

旛
沼
へ
の
年
間
排
水
総
量
が
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
で
、
排
水
ポ
ン
プ

稼
働
時
間
の
減
少
に
よ
り
消
費
電

力
量
も
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
印

旛
沼
の
水
質
保
全
効
果
を
更
に
高

め
る
に
は
、
浅
水
代
か
き
や
減
農
薬

減
肥
料
等
に
よ
る
環
境
保
全
型
農

業
の
促
進
も
効
果
的
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
土
地

改
良
区
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
環

境
に
優
し
い
農
業
の
促
進
に
注
力

し
、
流
域
の
水
質
保
全
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
２４
年
３
月
に

当
事
業
所
で
作
成
し
た
水
質
保
全

機
能
増
進
の
た
め
の
行
動
計
画

（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
更
新
作

業
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
関

係
す
る
皆
様
方
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
よ
り
一
層
計
画
的
で
効
率
的
な

事
業
推
進
に
努
め
、
事
業
完
了
に

向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
工
事
期

間
中
は
何
か
と
ご
不
便
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き

皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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千
葉
県
印
旛
農
業
事
務
所

所
　
長
　
小
　
島
　
　
光

　
こ
の
度
、
４
月
の
定
期
異
動
で
印
旛

農
業
事
務
所
長
に
赴
任
し
ま
し
た
小
島

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
印
旛
農
業
事
務
所
は
初
め
て
の
勤
務

と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

  

日
頃
、
長
谷
川
理
事
長
を
始
め
、
印

旛
沼
土
地
改
良
区
の
皆
様
方
に
は
、
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
と
共
に
農
業

振
興
に
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

印
旛
沼
土
地
改
良
区
管
内
は
、
成
田

市
、
佐
倉
市
等
４
市
２
町
に
跨
る
５
，

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
地
帯
が
広

が
り
、
本
県
を
代
表
す
る
稲
作
地
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦

後
、
農
林
水
産
省
、
水
資
源
開
発
公
団

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
用
排
水
施
設
は
、

経
年
劣
化
に
よ
り
故
障
と
修
理
が
増
加

し
、
そ
の
手
間
や
管
理
費
が
稲
作
の
足

か
せ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
皆
様
御

存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
か
な
り
以
前
か
ら
施
設

の
更
新
が
要
望
さ
れ
な
が
ら
、
事
業
要

件
の
問
題
な
ど
か
ら
国
営
で
の
更
新
事

業
が
着
工
さ
れ
た
の
は
、
平
成
２２
年
度

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１０
年
が
経

過
し
、
こ
の
間
、
白
山
甚
兵
衛
・
宗
吾

北
・
吉
高
の
各
機
場
と
今
回
、
宗
吾
西

機
場
を
加
え
４
つ
の
機
場
が
完
成
、
供

用
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
早
く
組

合
員
全
員
が
更
新
事
業
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
残
り
の
２
機
場
も
早
急

に
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
国
営
施
設
に
つ
な

が
る
県
営
施
設
も
追
い
か
け
更
新
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

国
営
事
業
で
造
成
さ
れ
た
機
場
は
基

幹
的
な
施
設
と
し
て
、
土
地
改
良
区
に

代
わ
り
県
が
管
理
主
体
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
運
転
管
理
や
日

常
点
検
に
つ
い
て
は
土
地
改
良
区
に

再
委
託
を
お
願
い
し
、
県
は
専
門
知
識

を
必
要
と
す
る
ポ
ン
プ
、
高
圧
電
気
設

備
な
ど
の
管
理
、
修
繕
な
ど
を
担
っ
て    

お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
国
、
県
、 

土
地
改
良
区
の
費
用
負
担
に
よ
り
管
理

を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
機
場
は
地
域
の
用
水
・
排

水
を
担
う
大
変
重
要
な
施
設
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
に
は
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
用
排
水
施
設
は
一
歩
一

歩
更
新
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
印
旛

沼
地
域
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
比
べ
て
、

農
地
整
備
が
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
や
、
飼
料
用
米
の
導
入
を
阻
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
、
土
地
持
ち
非
農
家
が
増
大
し
、

平
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
基
盤
整
備

さ
れ
て
な
い
た
め
に
耕
作
放
棄
さ
れ
て

い
く
土
地
が
増
え
て
い
ま
す
。
担
い
手

は
な
か
な
か
未
整
備
の
土
地
を
耕
作
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
湿
地
帯
で
あ

る
印
旛
沼
地
域
で
耕
作
を
維
持
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
飼
料
用
米
を
始
め

と
す
る
新
規
需
要
米
を
導
入
し
て
い
く

こ
と
が
一
番
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
手
法
と

し
て
、「
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
」

や
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
等
の
制
度

が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
を
貸
し
た
か
ら
と
言
っ

て
、
水
路
や
道
路
の
草
刈
り
ま
で
担
い

手
に
全
部
任
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
に
皆
さ
ん
で
農
村
地
域
の
維

持
保
全
を
行
う
た
め
「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
」
と
い
う
制
度
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
方
は
、
将
来
的
に
も

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
印
旛
沼
地
域
で
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
将
来
的
に
も

営
農
が
継
続
さ
れ
、
こ
の
農
村
地
域
が

維
持
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
故
郷
の
将
来
像
を

ど
う
す
る
か
、
役
所
主
導
で
な
く
、
組

合
員
の
皆
様
自
ら
が
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
印
旛
農
業
事
務
所
と
し
ま
し

て
も
関
係
市
町
の
職
員
と
と
も
に
、
組

合
員
の
皆
様
が
活
発
な
議
論
が
で
き
る

よ
う
お
手
伝
い
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
印
旛
沼
土
地

改
良
区
の
益
々
の
御
発
展
と
組
合
員
の

皆
様
方
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
任
の
御
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

独
立
行
政
法
人
　

水
資
源
機
構

千
葉
用
水
総
合
管
理
所

所
　
長
　
宮 

下 

武 

士

　
水
資
源
機
構
の
宮
下
で
ご
ざ
い
ま
す
。

印
旛
沼
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
水
資
源
機
構

の
事
業
運
営
及
び
印
旛
沼
開
発
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
格
段
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
政
府
対
策
本
部
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
直
後
に
寄
稿
し
て
お
り
ま
す

が
、
水
資
源
機
構
で
も
「
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
し
て
安
く
お
届
け
す
る
」
と
い

う
経
営
理
念
の
も
と
、
い
か
な
る
場
合
で

も
水
源
と
し
て
の
印
旛
沼
の
保
全
及
び
出

水
時
の
速
や
か
な
排
水
に
万
全
を
期
す
べ

く
、
執
務
場
所
を
庁
舎
内
３
箇
所
に
分
割

し
て
業
務
を
行
う
な
ど
、
万
一
感
染
者
が

出
た
場
合
で
も
業
務
継
続
で
き
る
よ
う
リ

ス
ク
管
理
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
は
度
重
な
る
台
風
や
低
気
圧
の
被

害
を
受
け
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
10

月
25
日
の
低
気
圧
接
近
に
伴
う
豪
雨
で

は
、
印
旛
沼
開
発
事
業
が
完
成
し
た
昭
和

43
年
以
降
で
の
最
高
水
位Y

.P.4.28m

（
計

画
堤
防
高
はY

.P.5.00m

）
を
記
録
し
、
沼

堤
防
か
ら
の
溢
水
は
免
れ
た
も
の
の
、
背

水
の
影
響
に
よ
っ
て
鹿
島
川
下
流
部
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
我
々
も
前
日
か
ら
気
象
予

測
を
注
視
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
関
係
機

関
で
合
意
し
た
予
備
排
水
の
実
施
基
準
に

満
た
ず
、
酒
直
水
門
か
ら
水
位
維
持
の
た

め
の
排
水
を
行
い
つ
つ
洪
水
に
備
え
て
い

ま
し
た
。
25
日
朝
に
な
っ
て
気
象
予
測
が

大
き
く
変
動
し
、
速
や
か
に
印
旛
・
大
和

田
両
機
場
の
排
水
運
転
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
印
旛
沼
流
域
で
は
ほ
ぼ
半
日
で
２
０
０

㎜
を
超
え
る
短
時
間
で
の
記
録
的
豪
雨
と

な
り
、
25
日
夕
方
に
は
降
雨
は
止
ん
だ
も

の
の
、
２
５
０
㎜
を
超
え
る
豪
雨
と
な
っ

た
鹿
島
川
上
流
域
の
洪
水
が
26
日
朝
に
か

け
て
下
流
部
へ
到
達
し
、
溢
水
被
害
を
生

じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
洪
水
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
あ

ら
か
じ
め
沼
の
水
位
を
下
げ
る
予
備
排
水

を
強
化
す
べ
く
、
千
葉
県
と
協
働
し
て
そ

の
実
施
基
準
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
よ
り
少
な
い
降
雨
予

測
で
沼
の
水
位
を
下
げ
た
場
合
、
気
象
予

測
が
外
れ
て
実
際
に
雨
が
降
ら
な
か
っ
た

時
に
は
沼
の
水
位
が
回
復
せ
ず
、
利
水
者

の
皆
様
の
費
用
で
揚
水
機
場
を
運
転
し
て

利
根
川
の
水
を
汲
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
等
の
リ
ス
ク
も
増
加
し
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
慎
重
に
議
論
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
の
出
水
期
が
始
ま
る

前
ま
で
の
合
意
形
成
を
目
指
し
、
適
切
な

排
水
操
作
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

利
根
川
上
流
部
で
は
昭
和
42
年
以
降
の
管

理
記
録
の
中
で
最
も
融
雪
が
早
か
っ
た
平

成
28
年
の
状
況
と
ほ
ぼ
同
じ
積
雪
深
の
推

移
を
た
ど
り
ま
し
た
。
３
月
下
旬
の
寒
波

に
よ
る
降
雪
で
幾
分
持
ち
直
し
た
も
の
の

平
年
よ
り
融
雪
が
早
く
終
わ
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
利
根
川
上
流
ダ
ム
群
の
現

在
の
貯
水
量
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
し

て
３
月
10
日
か
ら
貯
水
を
開
始
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
平
年
の
1.5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
利
根
川
中
流
域
の
代
か
き
時
期
で
あ

る
４
月
下
旬
～
６
月
初
旬
の
降
雨
が
少
な

く
な
っ
た
場
合
に
は
多
く
の
ダ
ム
補
給
が

必
要
と
な
り
、
貯
水
量
が
大
き
く
低
下
す

る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年
に
は

こ
れ
に
空
梅
雨
も
重
な
っ
て
長
期
間
の
渇

水
と
な
り
ま
し
た
。
水
資
源
機
構
と
し
ま

し
て
も
上
流
ダ
ム
群
の
適
切
な
運
用
に
努

め
つ
つ
、
水
源
状
況
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
印
旛
沼
開
発
事
業
が
完

了
し
て
50
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
印
旛
沼
流
域
の
都
市
化
の
進
展
に
加

え
て
気
候
変
動
に
よ
る
風
水
害
の
激
甚

化
、
首
都
直
下
地
震
を
始
め
と
す
る
大
規

模
地
震
発
生
の
リ
ス
ク
増
大
等
、
外
的
環

境
は
こ
の
50
年
で
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
次
の
50
年
に
向
け
、
適
時
適

切
な
施
設
の
維
持
・
保
全
に
よ
っ
て
施
設

の
状
態
を
健
全
に
保
つ
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
て
管
理
の
合

理
化
、
高
度
化
と
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
、
印
旛
沼
土

地
改
良
区
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
組
合
員
の

皆
様
方
の
ご
活
躍
、
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。



(5) 第 72 号	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 令和２年５月１日発行

台湾より視察の受入
　宜蘭ほか農田水利会より　令和元年８月

総勢30名をお迎えしました総勢30名をお迎えしました

もち米を蒸かし杵と臼で餅つき！もち米を蒸かし杵と臼で餅つき！ 排水ポンプ試運転の様子排水ポンプ試運転の様子

宜蘭水利会 許会長と宜蘭水利会 許会長と

topics
01

　昨年８月８日、台湾農田水利会訪日調査団が、

全国農村振興技術連盟を通じ本区に来所され、

視察研修が行われました。以前、台湾の宜蘭水

利会には本区役員が訪問し、互いに友好関係に

あったところです。講習では組織運営や維持管

理、国営事業で更新された新しい吉高機場を見

学し、終始活発な意見交換が交わされ研修を閉

じました。

総代・役員研修の実施
　農研機構-革新工学センター研修（令和元年11月）

印旛沼開発50周年記念感謝祭
　水資源機構大和田機場にて （令和元年12月）

topics
02

topics
03

　印旛沼土地改良区の総代・役員が合同で視察

研修旅行を実施しました。

　埼玉県さいたま市にある農業技術革新工学研

究センターを訪れ、情報通信技術やロボット技

術を活用した超省力化営農、高付加価値化を目

指した作業技術の開発など受講しました。

　ドローンの利用や機械の運転自動化など、既

にスマート農業として身近な存在となってきて

いますが、様々な革新技術を取り込んだ研修を

受け大変有意義なものとなりました。

　印旛沼開発と土地改良の歴史は、終戦後の国営印旛沼手賀沼干拓事業として農林省直轄事業として着手され、昭

和38年に印旛沼開発事業として旧水資源公団に継承されました。工業用水の参加による印旛沼の総合開発や、土地

改良事業として基幹水利施設等の整備や付帯する干拓造成など、我々印旛沼周辺農業の礎となしたものです。

　今回、水資源機構千葉用水総合管理所の呼びかけから、50周年記念イベントに協働参画し、本区では理事長を先

頭に餅つき大会を行い一足早いお雑煮を給仕しました。

　当日は好天にも恵まれ大勢の一般市民が来場し、農産物直売や鮎の塩焼き、焼き芋など食の提供のみならず、排

水ポンプの試運転や探検ツアー、記念映画上映など催されました。特に印旛沼の排水を担う大和田機場の試験運転

では、多くの歓声とともにポンプによる水のダイナミックな流れに関心が寄せられました。

リモコン草刈機の実演！リモコン草刈機の実演！



令和２年５月１日発行	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 第 72 号 （6)

改良区からのお知らせ改良区からのお知らせ

令和２年度　経常費・維持管理費の賦課金単価 (10a当り）（単位：円／10ａ当）

賦　課　種　別 単　価 　支　　区　　名　 単　価 　支　　区　　名　 単　価

１． 経 常 費 賦 課 金 3,950 ⑥ 高 崎 川 支 区 4,600 ⑪ 酒 々 井 支 区 5,500

２． 維持管理費賦課金 （支区別単価） ⑦ 埜 原 支 区 3,500 ⑫ 布 鎌 支 区 3,500

① 八 千 代 支 区 4,200 ⑧ 印 旛 沼 北 部 支 区 3,100 ⑬ 鹿 島 川 上 流 支 区 6,500

② 佐 倉 西 部 支 区 5,000 ⑨ 佐 倉 北 部 支 区 4,000 ⑭ 印 旛 沼 東 部 支 区 3,800

③ 一 本 松 用 水 支 区 5,500 ⑩ 中 央 支 区 3,500

④ 平 戸 支 区 7,000 【備考】　・本表は甲地区単価を掲載 （乙地区は経常費1,316円） 

　　　　・畑は経常賦課金・維持管理賦課金とも１/３⑤ 神 崎 川 支 区 4,000

賦課金は納期までに納入下さい

分区徴収における徴収手数料及び完納奨励金について 

納期内に納入されない方には ……

　３月27日に開催された通常総代会におきまして、 本年度の賦課金及び徴収期日が下表のとおり確定いたし

ました。 

　賦課金の納入におきましては、 徴収分区を設定いただき地元徴収役員さんにお願いしておりますが、 分区

徴収にあたり賦課金納付奨励規程から奨励金を交付しております。 

　納期内に納入されない方に対しては、 「督促状」 を発行し早期の納入をお願いしております。 

◆賦課金は、 皆さんの組織である土地改良区運営の根幹を成すもので、 円滑な事業の実施に必要な財源であります。 

�　別掲の賦課金納入状況のとおり、 平成３０年度 賦課金 （経常費・維持管理費） の収納率は、 分区役員さんをはじめ組合員

皆さまのご理解により９９％以上の徴収率となっております。 

�　賦課金が期限内に納入されることにより、 施設の維持管理ほか予算に基づく執行が可能となりますので、 ご理解ご協力を

いただき納入期限までの納入を宜しくお願いいたします。 

◆�賦課金（経常費・維持管理費）における「徴収手数料」は、分区徴収された納入額に対し２％を、「完納奨励金」について

は、分区徴収における分区賦課額（分区組合員の賦課金合計額）の９０パーセント以上の納入がされた分区に対し、納期限

内にあっては２％、納期後１ヶ月以内にあっては１％を交付させていただいております。

◆�督促状が発送されますと、規程により過怠金として「督促手数料及び延滞金（年１４．６％）」が加算されますので、必ず

期限内の納入をお願いいたします。

　�　また、督促状を発しても納入されない方に対しては、土地改良法第３９条（差押）の処分対象者として手続きを開始しま

すので留意願います。

令和2年度　賦課金の賦課期日及び納入期限

　 賦  課  種  別 　 　 賦 課 期 日 　 　 納 入 期 限 　 付　　　記

１．経 常 費 賦 課 金
R2. 4. 24 R2. 6. 1 上記単価により地積割に賦課

２．維 持 管 理 費 賦 課 金

３．農 林 漁 業 資 金 等 償 還 金  R2. 10. 1 R2. 11. 2 農業基盤整備促進事業　大竹地区、 葉崎地区

４．そ の 他、　 特 別 賦 課 金 賦課徴収の必要が生じた場合は総代会で定める。 
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改 良 区 か ら の お 知 ら せ改 良 区 か ら の お 知 ら せ

組合員を変更する場合は、印旛沼土地
改良区総務課へ連絡をお願いします。

・�現在、賦課されている土地について、売買や相続に伴い名義変更・経営移譲・賃借契約等により変

更が生じた場合には、土地改良法第43条第１項の規定により、印旛沼土地改良区へ書類（組合員資

格得喪通知書等）の提出が義務付けられています。

・�毎年４月１日現在の土地台帳に基づきまして、賦課金を算出しております。届け出の手続きを行い

ませんと組合員は変わりません。

・尚、詳細説明や書類の郵送を希望される方も併せまして総務課まで連絡をお願いします。

【組合員資格得喪通知書（様式） 】

農地転用をされる方へ
・�土地改良区内の農地を農地以外（宅地・駐車場など）に転用する場合には、土地改良区への届出が必要に

なります。
・�その農地に投資した土地改良資金の借入金の残額や今後必要とされる維持管理費等を含めた農地が転用に

より減少すると、他の農地に対する負担が過重となるため、土地改良法第42条第２項の規定により、地区
除外決済金を納めていただくことになります。

・�市街化調整区域の農地の転用や公共事業用地として買収された場合においても、届出が必要ですので手続
きを行いませんと、いつまでも賦課されますのでご注意ください。

・届出の手続きは総務課で受付しております。
・尚、地目変更等がある場合も届出が必要となります。
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受託事業収入
2.0％

諸収入
5.1％

負担金
5.1％

補助金
2.4％

使用料・使用料・
手数料手数料
　1.0％　1.0％

組合費組合費
　66.9％　66.9％

補助金 0.5％補助金 0.5％

諸収入 1.2％諸収入 1.2％

繰入金 8.7％

　繰入金　繰入金
17.5％17.5％

組合費組合費
 89.4％	 89.4％	

使用料・使用料・
手数料手数料
　0.2％　0.2％

事務性質費
40.87％

262,862,544円

その他（会計通貨金)
0.17％ その他（会計通貨金)

0.17％

維持管理性質費
58.96％

379,200,939円

収 入 額
643,133,483円

 （除：繰越金） 

支 出 額
624,533,931円

 （除：予備費） 

事務性質費
24.87％

155,316,755円

維持管理性質費
74.96％

468,147,176円

諸支出金諸支出金
14.2％14.2％

交付金交付金
4.5％4.5％

諸費諸費
4.8％4.8％ 修繕・修繕・

保全費保全費
　15.2％　15.2％ 電気料電気料

　22.0％　22.0％

諸支出金諸支出金
　10.8％　10.8％

人件費人件費
4.0％4.0％

総代・役員費 11.0％総代・役員費 11.0％

分担金・分担金・
負担金負担金
　0.8％	　0.8％	

分担金・分担金・
負担金負担金
19.5％	19.5％	

職員費職員費
　42.9％　42.9％

 職員費 職員費
15.8％15.8％

事務費事務費
　34.5％　34.5％



����� ���������������

����� �������

������

� � � � � �

� � � � � �����������

� � � � � � � � � � � �����������

� � �������������

� ���������������� ����������

� � � � � � � � � � ����������

� � � � � � � � � � ���������

� � � � � � � � � � � � � � ����������

� � � � ���� � � � � � � ���������

� � � � � � � � � � � � ����������

� � � � � � � � � �����������

�� � � � � � � � � � ���������

� � � � � �

�� � � � � � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � � � � � ����������

�� � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � ����������

�� � � � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � � � ���������

�� � � � � � � � � � ����������

�� � � � � � � �������������

� � �������������

�� � � � � �����������

� � �������������

������ �������

������

� � � � � � � � � ���� ��� �����

� � � � � � ����������� ����������� ������ ���������

� � � � � � ����������� ����������� ������ ���������

��������

�������������������������������������

���������������������������������������������������

��������������������������������������������������

�����������������������������������������������

����� ��������������

� � � � � ������������

������� ������������

�����������������

������������

� � � � � �����������

� � � � � � � ������������

��������

�������������������

�������������������������

�������������

� � � � � ������������

� � � � � � � ������������

� � � � � ����������

�����������

��������������

� � � � � ������������

������� ������������

����������������������

��������������������

������������

� � � � � �����������

� � � � � � � ������������

� � � � � � ������������

��������

�������������������

�������������������������

��������������������

��

� � � � � ������������

� � � � � � � ������������

� ���������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

������������������������������������

����

(9) 第 72 号	 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り 	 令和２年５月１日発行

受託事業収入 1.3％
諸収入
0.8％

負担金
8.5％

補助金
2.3％

使用料・使用料・
手数料手数料
　3.3％　3.3％

組合費組合費
　68.6％　68.6％

補助金 0.5％補助金 0.5％

諸収入 0.6％諸収入 0.6％

繰入金 12.0％繰入金 12.0％

繰入金繰入金
15.2％15.2％

組合費組合費
　86.7％	　86.7％	

使用料・使用料・
手数料手数料
　0.2％　0.2％

事務性質費
41.52％

269,345,527円

その他（会計通貨金)
0.27％

維持管理性質費
58.21％

377,571,440円

収 入 額
648,666,967円

 （除：繰越金） 

その他（会計通貨金)
0.28％

支 出 額
629,011,538円

 （除：予備費） 

事務性質費
26.60％

167,314,700円

維持管理性質費
73.12％

459,946,838円

諸支出金諸支出金
13.8％13.8％

交付金交付金
4.1％4.1％

諸費諸費
4.6％4.6％ 修繕・修繕・

保全費保全費
10.3％10.3％

電気料電気料
　26.2％　26.2％

諸支出金諸支出金
　11.3％　11.3％

人件費人件費
4.1％4.1％

総代・役員費 10.4％総代・役員費 10.4％

分担金・分担金・
負担金負担金
　0.7％	　0.7％	分担金・分担金・

負担金負担金
22.4％	22.4％	

職員費職員費
　42.5％　42.5％

 職員費 職員費
14.5％14.5％

事務費事務費
 35.1％ 35.1％
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「水」は限りある資源です。掛け流しを止め、節水に努めましょう。

印旛沼地区農業農村整備事業推進協議会からのお知らせ

平成２２年度に着手し１０年を経過した国営かんがい排水事業「印旛沼二期地区」（国営流域水質保全機能増進事業）は宗吾
北、宗吾西、埜原ブロックにおいて機場工事のほか用水路工事が実施されました。

引き続き令和２年度は埜原ブロックを中心に工事が予定されています。【令和2年度事業概要図参照】

関係組合員の皆様には工事中ご不便ご迷惑をお掛け致しますがご理解ご協力のほど宜しくお願いします。

【宗吾北・宗吾西機場】R2.4完全供用開始

用水面積1,200㏊ 排水流域3,000㏊

令和2年4月、これまで5カ年をかけ整備してきた宗吾西機場の完成
により宗吾北機場と宗吾西機場が完全供用開始となります。この二
つの機場で中央干拓地を中心とする約1,200㏊の水田へ用水を供給
し、排水流域は3,000㏊となり、地域の水循環が強化されることで
円滑な用排水機能の発揮が期待されます。

ドローンで見る「宗吾西機場」建設現場の進捗状況

H30年10月時点 R1年11月時点

仮廻し道路も撤去され機場建屋が完成。 用水吐出し水槽を建設中。 令和２年春の供用開始まであとわずか。

R1年８月時点

▼完成した宗吾西機場「全景（左）・操作室（中）・ポンプ設備（右）」

印旛沼二期地区

受益面積（田） 5,002

受益面積（畑） -

全　体 5,002

既設水門（機構）

平成30年度迄

令和元年度

令和２年度

令和３年度以降

国営用水路

国営排水路

現況利用水路

排水改良受益

揚水機場（国営）

用排水機場（国営）

令和２年度　事業概要図

千葉県

　　受 益 面 積（ha）

凡　　例

用水改良受益

主要構造物
　用水計画施設
　　機場工
　　　 白山甚兵衛機場　　φ700*3台・埜原機場　　　φ700*2台
　　 　宗吾北機場　　　　　φ600*3台・宗吾西機場　 φ700*2台
　　 　吉高機場　　　　　　 φ700*2台・一本松機場　 φ700*2台
　　幹線用水路工
　　　 白山幹線　　　L=600m
　　 　一本松幹線　 L=600m
　　支線用水路工
　　　 白山支線　　　L=9,400m　　　埜原支線　　　L=11,900m
　　 　吉高支線　　　L=7,300m　　　宗吾北支線　 L=12,400m
　　 　宗吾西支線　 L=10,700m

　排水計画施設
　　機場工
　　　 吉高機場　　　　　　 φ1,200*1台・φ2,200*2台
　　　 宗吾北機場　　　　　φ900*1台・φ2,300*2台
　　　 宗吾西機場　　　　　φ900*1台
　　排水路工
　　　 北調低地排水路　　L=1,100m

（一般）飯野第２機場他撤去工事

（一般）宗吾西低地排水路接続整備工事

（継続国債）埜原機場建設工事

（継続国債）埜原幹線用水路建設工事

（一般）埜原第２号支線用水路その１工事

（一般）一本松機場師戸東用水管整備工事

（一般）平賀機場他撤去工事

（一般）酒々井機場他撤去工事

（一般）白山機場他撤去工事

一式

L=1,840m

一式

L=200m

L=1,200m

一式

一式

一式

一式

（国債）埜原機場建設工事

令和２年度事業内容

（一般）飯野第２機場他撤去工事

（国債）埜原幹線用水路建設工事

（一般）宗吾西低地排水路接続整備工事

（一般）埜原第２号支線用水路その１工事

（一般）一本松機場師戸東用水管整備工事

（一般）白山機場他撤去工事

（一般）平賀機場他撤去工事

（一般）酒々井機場他撤去工事

【水利使用】について
取水期間は4月11日～8月31日

印旛沼地区では4月より用水供給が
開始されますが、国土交通省が許可
する河川「印旛沼」より取水する水
利使用規則には、取水期間と水量が
定められています。
本地区のかんがい（農業用水）を

目的とした取水口は印旛沼周辺に31
箇所あり、各取水口の取水量の測定
は毎日行い河川管理者に報告しなけ
ればなりません。
また、超過取水や期間外取水など

は水利権の取り消しなど厳しい措置
が講じられます。
適正な取水管理は節電にもつなが

ります。各ほ場の小まめな水管理や
ポンプの運転時間の短縮まど維持管
理費の軽減のためご協力をお願いし
ます。

【事業概要】

・受益面積 5,002ha

・事 業 費 37,700百万円

・事業期間 平成22年度～令和４年度（予定）

写真提供：国営事業所
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事業名
地　区　名

（関係支区名）
工期

全　　　　体 平成３１年度事業 令和２年度事業（予定） 備　　考
（負担割合）事　業　量 事業費 事　業　量 事業費 事　業　量 事業費

国営かんがい
排 水 事 業

印旛沼二期地区
	
成田市、佐倉市
八千代市、印西市
酒々井町、栄町

Ｈ22
～
Ｒ4
(Ｒ7)

揚 水 機 場 Ｎ=3箇所
用排水機場 Ｎ=3箇所
幹線用水路 Ｌ= 1.2km
幹線排水路 Ｌ= 1.1km
支線用水路 Ｌ=51.7km
受 益 面 積 Ａ=5,002ha

37,700,000

宗吾西機場工事
埜原機場工事
宗吾北幹線・支線用水路工事
宗吾西幹線他用水路工事
埜原幹線・支線用水路工事
調査測量設計一式

3,710,000

埜原機場工事
埜原幹線・支線用水路工事
一本松師戸用水管工事
旧機場撤去工事
宗吾西低地排水路工事
調査測量設計一式

3,300,000

国66.6％、県25％、
地元8.4％
（地元負担の内訳）
用水：関係市町6.0％、
　　　農家2.4％
排水：関係市町8.4％、
　　　農家0％

県 営 農 業 競
争 力 強 化 基
盤 整 備 事 業

埜　原
（埜　原）

Ｈ27～Ｒ6
排水機場　Ｎ=1箇所
排水路工  Ｌ=2,425ｍ

1,112,900
埜原機場工事
調査設計一式

232,606
埜原機場工事
調査設計一式

17,800
国50％、県25％、
市25％

県 営 基 幹
水利施設スト
ッ ク マ ネ ジ
メ ン ト 事 業

弥富川
（鹿島川上流）

Ｈ28～Ｒ5 排水路工  Ｌ=1,450ｍ 482,150
排水路護岸工事
調査設計一式

40,000
排水路護岸工事
調査設計一式

80,900
国50％、県25％、
市25％

県 営 経 営
体 育 成 基 盤
整 備 事 業

勝田川上流
（高崎川）

Ｈ5～Ｈ31

排 水 路 工 ℓ=9.8km
農 道 整 備 ℓ=2.2km
暗渠排水工 Ａ=2.0ha
測量試験費一式

1,152,005.82 測量試験費一式 2,643 平成31年度完了 －

国45％、県30％、
市17.43％
地元7.57％
（市町村割合）
佐倉市58.4％、
八街市41.6％

国営造成施設
管理体制整備
促 進 事 業
(管理体制整備型)

印旛沼

【第１期】
Ｈ12～Ｈ16
【第２期】
Ｈ17～Ｈ21
【第３期】
Ｈ22～Ｈ29
【第４期】
Ｈ30～Ｒ４

【第１・２期】
電力料・整備補修費他
一式・安全管理
【第３期】
電気料・整備補修費他
一式・安全管理
【第４期】
電気料・整備補修費他
一式・

【第１期】
180,430

【第２期】
186,300

【第３期】
231,607

【第４期】
140,750 

【第４期】
電力料、整備補修費他一式

28,150
【第４期】
電力料、整備補修費他一式 28,150

【補助金】
農業外効果にかかる補
助金
　全体経費の37.5％以内
国50％、市町50％

農 業 基 盤 整
備 促 進 事 業

内　田
(鹿島川上流)

Ｈ28～Ｒ2
揚水機場工 Ｎ=2基
用 水 路 工 ℓ=46.5ｍ

49,864 Ｒ2年度へ繰越 －
Ｈ31年度繰越事業
用水路工 ℓ=46.5m
実施設計施工監理一式

13,684

R2国50％、市10％、改
良区20％、地元20％
R2年度単独維持管理負
担軽減対策事業対応

水利施設等保
全高度化事業
(簡易整備型)

大佐倉
(酒々井)

Ｈ30～Ｈ31
調査測量設計一式
用 水 路 工 ℓ=950ｍ

67,905.0 
用水路工 ℓ=950m
実施設計施工監理一式

60,053.4 平成31年度完了 －

国50％、市10％、
改良区40％
Ｈ31より農業水路等長
寿命化・防災減災事業
に移行

農業用施設災
害 復 旧 事 業

臼井田
（佐倉西部）

Ｈ31
Ｈ31
臼井田機場
電気設備復旧工一式

2,343 
臼井田機場
電気設備復旧工一式

2,343 平成31年度完了 －
工事費：国91.3％　
市8.7％
設計費：改良区100％

単 独 災 害
復 旧 事 業

印旛沼 Ｈ31～Ｒ2

全体復旧63箇所
（内訳）
機場関係復旧61箇所
水路関係復旧 2箇所

45,417.9 

全体復旧45箇所
（内訳）
機場関係復旧43箇所
水路関係復旧 2箇所

36,623.4
全体復旧18箇所
（内訳）
機場関係復旧18箇所

8,794.5
関係市町10％～50％
改良区90％～50％

高濃度PCB廃
棄物処理事業

印旛沼 Ｒ2
運搬及び処理　30件
コンデンサ・変圧器補修
一式

5,896.7 － －
運搬及び処理　30件
コンデンサ・変圧器補修
一式

5,896.7
運搬費：国50％
　　　　改良区50％
処理費：改良区100％

１．国営・県営・団体営・非補助事業� （事務費除き　単位：千円）
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用排水施設の安全対策について用排水施設の安全対策について

　４月から８月まで農業用水期となり、

半年以上休止していた用水機場が一斉に

稼働し始めます。これまで水が流れてい

なかった用排水路や堰などでは、水の量

や勢いが増してきます。

　大雨時に農家の方々が見廻り作業する

場合も注意いただきたいところですが、

特に子供が水に親しむ季節となり興味を

引く場所となります。

　改良区では基幹施設保全管理業務と

して、管内小中学校の児童生徒に向け安

全啓発用の物資を作製し配布しています。

　夏休みに入ると水路等での事故が毎年

報道されます。

　付近で遊んでいたり、危険な場所で釣

りなどしている子供たちを見かけたら、

注意を促してあげて下さい。

平成31年度　土地改良事業の概要


